
新技術の概要

NVセンターを用いた集積回路
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デンサに置き換え特性改善
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高調波補償機能を備えた進相コンデンサ

技術の詳細

高圧受電設備には、誘導性負荷機器の
力率改善のために、進相コンデンサが
設置されている。これは、配電系統の
高調波電圧歪みを拡大させる場合があ
り、その防止のために6％または13％の
直列リアクトル付きの設備とすること
が定められている。しかしリアクトル
は設備の重量や体積を増加させる要因
となっている。

本技術は、直列リアクトルを小容量の直列インバータに置き換えた構成とすることにより、設備
の小型・軽量化を可能とする。さらに，直列インバータの制御により、同一系統内に存在する直
列リアクトル付き進相コンデンサと協調して、電力系統の高調波補償にも貢献することができる。

本技術ではアクティブフィルタ機能をもつ進相コンデンサ電流(iinvSC) ,直列リアクトル付き
進相コンデンサ電流(iLSC)の双方が同様に高調波補償に寄与する
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